
平成 30年度 鹿児島純心女子大学大学院・同大学国際人間学部こども学科 主催 

公開講座のご案内 
 

 鹿児島県北西部地震、熊本地震、西日本豪雨災害等、近年、まれにみる災害に見舞われています。 

鹿児島純心女子大学大学院、同大学国際人間学部こども学科では、自然災害前後に生じうることを「想定内」

にしておくことを目的に今回のシンポジウムを企画しました。 

 災害が発生した際、本学は、近隣の住民の方々の避難所になります。本学は「免震構造」の講堂（江角記念 

ホール）を有しており、全国からも注目されています。さまざまなことを「想定内」にできるよう、皆さまと、

一緒に討論することができますよう願っております。 

また，大学院紹介や、新しく新設される「教育・心理学科」の紹介も企画しています。大学院生、学部生の幅

広い学びの一端を知っていただけたら幸いです。 

本学の大学祭の日程のなかで行いますので、大学祭にお越しいただいた際にお立ち寄りいただくなど、ご自由

に参加していただけます。多くの方々の受講を心よりお待ちしております。 

 

                     大学院人間科学研究科心理臨床学専攻 研究科長 藤田千鶴子 

                     同大学国際人間学部こども学科    学科長  藤尾 清信 

 

【シンポジウム】 

さまざまな災害に備える 

～「想定内」にしておくこと～ 

 

日 時 ： 平成 30年 10 月 27 日（土）13：00～15：00（開場 12：30～） 

場 所 ： 鹿児島純心女子大学大学院 サンタマリア館 3階 階段講義室 

       〒895-0011 薩摩川内市天辰町 2365番地   電話番号 0996-23-5311（代表） 

対 象 ： どなたでも受講していただけます。 

受講料 ： 無料 

開場 

12：30～ 
受付場所：サンタマリア館 3階 階段講義室入口 

13：00～13：10 研究科長・国際人間学部長あいさつ 

大学院・新学科（教育・心理学科）の紹介 

藤田千鶴子先生 

 

シンポジウム 

13:15～15：00 

 

 

 

1） 災害発生時の心理 

～「想定内」にしておくことの意味～ 

  本学大学院   准教授 福田みのり先生 

2）ＳＮＳ等の活用 

本学こども学科   教授 洞田勝博先生 

3）流言飛語に備える 

本学大学院     教授 小島摩文先生 

4）学校における危機管理と組織文化 

本学こども学科   教授 獅子目博文先生 

5）ボランティア組織づくり 

本学こども学科   教授 山口明美先生 

 

6）フロアーとの討論 

15：00 閉会 

 

 

 


